
教員の養成に係る組織 
 

 

 

組 織 名 教職課程委員会 

目  的 
本学に学長の諮問機関として、学部及び研究科の教職課程の円滑な運営を図ることを 

目的とする。 

取扱事項 

教職課程委員会は次の事項について審議する 

(1)教職に関する学科目編成の、立案に関する事項 

(2)教育実習の計画、指導及び運営に関する事項 

(3)教員免許状の下付申請に関する事項 

(4)教職課程の運営に必要な事項 

(5)教職課程の自己点検に関する事項 

(6)その他学長の諮問事項 

構 成 員 

・副学長 

・教育学部長 

・学長が指名する教職に関する専門教育科目担当の専任教員 

・教職課程を保持する各学科及び各専攻の専任教員からそれぞれ 1名 

・学生支援部長 

・修学支援室長 

組 織 名 教職センター 

目  的 

教職課程委員会規程第６条に定める事項について、学長の命を受け、教職課程を履修

する学生に対して実質的に必要な取り組みを企画実施し、学科ごとの教職課程の質の

標準化均一化に資することを目的とする。 

取扱事項 

教職センターは次の事項について取り組む 

(1)教職課程、保育士養成課程を履修する学生に対しての個別相談・指導等支援に関す 

ること 

(2)教職課程、保育士養成課程におけるカリキュラム及び指導体制の検討案の策定、点

検及び評価に関すること 

(3)教職課程、保育士養成課程の教員へのＦＤに関すること 

(4)授業科目シラバスに含めるべき内容の、点検に関すること 

(5)教職課程、保育士養成課程の履修指導に関すること 

(6)教育実習等、介護等体験、保育実習に関すること 

(7)教職履修カルテに関すること 

(8)教員採用試験に向けた対策支援及び情報提供に関すること 

(9)教員免許状の一括申請及び保育士資格申請に関すること 

(10)課程認定申請等に関すること 

(11)教職課程を履修する学生及び保育士養成課程を履修する学生による、教員養成及 

び保育士養成に関連する地域及び教育委員会等との連携に関すること 

(12)教職センターが管理保管する資料等の、学生への閲覧及び貸出に関すること 

(13)本学卒業生に対する、センター長が必要と認める事項 

(14)その他、教職センターの目的を達成するため、学長の命を受け、センター長が必 

  要と認める事項 

構 成 員 

・教育学部長 

・教職課程委員長 

・幼稚園教諭教職課程及び保育士養成課程から２名以上 

・小学校教諭教職課程から２名以上 

・中学校高等学校教諭教職課程から２名以上 

・学生支援部長 

・修学支援室長 

・必要な職員 

・その他学長が必要と認めた者 



幼稚園教諭一種免許状

各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想

教育原理 2 1 中山 佳寿子

教職の意義及び教員の役割・職務内
容（チーム学校運営への対応を含
む。）

教職入門 2 1 内海﨑 貴子

教育に関する社会的、制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

幼稚園経営論 （幼稚園安全を含む） 2 3 黒瀬 優子

幼児、児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程

教育心理学 2 3 佐藤 哲康

特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解

特別支援教育（保育を含む） 2 3 京坂 和憲

教育課程の意義及び編成の方法（カ
リキュラム・マネジメントを含む。）

教育課程論 2 3 山口 恭平

教育の方法及び技術（情報機器及び
教材の活用を含む。）

教育の方法と技術 2 3 小孫 康平

幼児理解の理論及び方法 幼児理解の理論と方法 2 3 江村 綾野

教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及び
方法

教育相談 2 3 北原 靖子

教育実習演習（事前・事後指導） 1 3・4 古山 律子

教育実習 4 3・4
中山 佳寿子
白石 優子

学校体験活動 

教職実践演習 保育・教職実践演習（幼稚園） 2 4
中山 佳寿子
江村 綾野

各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

健康 健康 2 2 古屋 朝映子

人間関係 人間関係 2 2 白石 優子

環境 環境 2 2 山下 佳香

言葉 言葉 2 2 菅井 洋子

表現 表現 2 2 竹内 啓

必修 選択

保育内容健康の指導法 2 2 清水 洋生

保育内容人間関係の指導法 2 2 白石 優子

保育内容環境の指導法 2 2 山下 佳香

保育内容言葉の指導法 2 2 菅井 洋子

保育内容表現の指導法 2 2 古山 律子

必修 選択

保育内容の理解と方法（音楽） 2 1 古山 律子

保育内容の理解と方法（造形） 2 1 竹内 啓

保育内容の理解と方法（運動） 2 1 古屋 朝映子

保育内容の理解と方法（児童文化） 2 1 中山 佳寿子

幼児指導法総論 2 4 山下 佳香

幼児音楽指導法 2 3 古山 律子

幼児造形指導法 2 3 竹内 啓

幼児運動指導法 2 3 古屋 朝映子

子育て支援 2 3 江村 綾野

「教育の基礎的理解に関する科目等」

領域及び保育内
容の指導法に関
する科目

領域及び保育内容の指導法に関する科目にお
ける複数の事項を合わせた内容に係る科目

「大学が独自に設定する科目」
免許法施行規則に定める科目区分等

開 設 授 業 科 目
単位数

年次 担当教員
科目区分

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

領域及び保育内容の指導
法に関する科目

科目区分

保育内容の指導法（情報機器及び教
材の活用を含む。）

大学が独自に設定する科目

教育の基礎的
理解に関する科目

科目

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談等
に関する科目

教育実践に関
する科目

領域に
関する
専門的
事項

年次 担当教員開 設 授 業 科 目
単位数免許法施行規則に定める科目区分等

教育実習

担当教員

「領域及び保育内容の指導法に関する科目①」

科目区分

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次

「領域及び保育内容の指導法に関する科目②」



小学校教諭一種免許状

科目 必修 選択

教育原理 2 1 山口 恭平
学校と教育の歴史 2 2～4 山口 恭平

教職論 2 1 内海﨑 貴子

学校経営論（学校安全を含む） 2 2～4 山口 祐子

教育心理学 2 1 佐藤 哲康

特別支援教育 2 2 向野 光

教育課程論 2 2 山口 恭平

道徳の理論と指導法 2 2～3 山口 恭平
総合的な学習の時間の指導法 2 2～3 山口 祐子
特別活動の指導法 2 2～3 笠原 昭男
教育方法・技術論 2 2～3 柴田 万里子

情報通信技術の活用 2 1 大竹 洋平

生徒指導の理論と方法 2 2～3 内海﨑 貴子

教育相談 2 2～3 佐藤 哲康

進路指導・キャリア教育 2 2～3 向野 光

教育実習演習（事前・事後指導） 1 3
山口 祐子
加藤 美由紀

教育実習 4 3
山口 祐子
加藤 美由紀

教職実践演習 2 4
山口 祐子
柴田 万里子

各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

国語 4 1～2 横山 悦子
書写 1 1 田畑 理恵

社会 社会 2 1～2 岡田 了祐
算数 算数 4 1～2 田中 聡
理科 理科 2 1～2 加藤 美由紀
生活 生活 2 1～2 加藤 美由紀
音楽 音楽 2 1～2 奥田 順也
図画工作 図画工作 2 1～2 木村 早苗
家庭 家庭 2 1～2 齋藤 美重子
体育 体育 2 1～2 松本 祐介
外国語 小学校英語 2 1～2 小山 久美子

各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

国 語（書写を含む。） 国語科教育法 2 2～3 横山 悦子
社会 社会科教育法 2 2～3 岡田 了祐
算数 算数科教育法 2 2～3 田中 聡
理科 理科教育法 2 2～3 加藤 美由紀
生活 生活科教育法 2 2～3 加藤 美由紀
音楽 音楽科教育法 2 2～3 奥田 順也
図画工作 図画工作科教育法 2 2～3 木村 早苗
家庭 家庭科教育法 2 2～3 齋藤 美重子
体育 体育科教育法 2 2～3 松本 祐介
外国語 小学校英語指導法 2 2～3 小山 久美子

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2 向野 光
特別支援教育実践演習 2 3 向野 光

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
向野 光
山口 祐子

学校体験活動 2 2 向野 光
ＩＣＴ活用演習 2 2 松井 浩

「教育の基礎的理解に関する科目等」

教科及び教科の
指導法に関する
科目

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の
事項を合わせた内容に係る科目

総合的な学習の時間の指導法 

大学が独自に設定する科目

「大学が独自に設定する科目」
免許法施行規則に定める科目区分等

開 設 授 業 科 目
単位数

年次 担当教員
科目区分

教育実習 

「教科及び教科の指導法に関する科目①」
免許法施行規則に定める科目区分等

開 設 授 業 科 目
単位数

年次 担当教員
科目区分

学校体験活動 

教職実践演習 

教育実践に関
する科目

教科に
関する
専門的
事項

国 語（書写を含む。）

各教科
の指導
法（情報
通信の
活用を
含む。）

「教科及び教科の指導法に関する科目②」
免許法施行規則に定める科目区分等

開 設 授 業 科 目 年次 担当教員
科目区分

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）
道徳の理論及び指導法

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談
等に関する科目

教育の基礎的理
解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

特別活動の指導法 
教育の方法及び技術

生徒指導の理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知
識を含む。）の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム
学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

単位数

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

年次
免許法施行規則に定める科目区分等

各科目に含めることが必要な事項
担当教員開 設 授 業 科 目

単位数



中学校・高等学校教諭一種免許状

各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

教育原理 2 1
内海﨑 貴子
山口 恭平

学校と教育の歴史 2 3 山口 恭平

教職の意義及び教員の役割・職務内
容（チーム学校運営への対応を含
む。）

教職論 2 1
内海﨑 貴子
向野 光
山口 恭平

教育に関する社会的、制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

学校経営論（学校安全を含む） 2 3 田中 聡

幼児、児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程

教育心理学 2 2
佐藤 哲康
原 美香

特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解

特別支援教育 2 3 向野 光

教育課程の意義及び編成の方法（カ
リキュラム・マネジメントを含む。）

教育課程論 2 2 柴田 万里子

道徳の理論及び指導法 道徳の理論と指導法　　　 2 2
内海﨑 貴子
山口 恭平

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の指導法 2 3 田中 聡

特別活動の指導法 特別活動の指導法 2 2 笠原 昭男

教育方法・技術論 2 2 柴田 万里子

教育とメディア（ＩＣＴ機器活用演習） 2 3 大竹 洋平

情報通信技術を活用した教育の理論
及び方法

情報通信技術の活用 2 1 大竹 洋平

生徒指導の理論及び方法 生徒指導の理論と方法（中・高） 2 2
内海﨑 貴子
原 美香

教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育相談 2 2
佐藤 哲康
原 美香

進路指導及びキャリア教育の理論
及び方法

進路指導・キャリア教育 2 2 向野 光

教育実習演習（事前・事後指導） 1 3・4

教育実習Ⅰ 2 4

教育実習Ⅱ 　　　　　　　　 2 4

学校体験活動 

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 4

柴田 万里子
横山 悦子
高津 純也
小山 久美子
辻 浩和
齋藤 美重子

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次

「教育の基礎的理解に関する科目等」＜全教科共通＞

担当教員
科目

道徳、総合的な学習の時
間等の指導法及び生徒
指導、教育相談等に関す
る科目

教育実践に関する科目

教育実習

教育の基礎的理解に関す
る科目

教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想

教育の方法及び技術

柴田 万里子
田中 聡



各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

英語音声学（２） 2 1～2 佐藤 翔馬
英文法Ⅱ 2 2 小山 久美子
英語学特講 2 3～4 小山 久美子

英語文学 英語文学演習 2 2 菱田 信彦
リーディングⅢ 2 3～4 小泉 朝子
ライティングⅢ 2 3～4 小泉 朝子
リスニングⅢ 2 3～4 倉林 直子
リサーチ＆プレゼンテーション 2 3～4 菱田 信彦
スピーキング 2 3～4 W･ｷｽﾁｬｯｸ
国際文化特講Ⅰ（イギリスと文化） 2 3～4 小泉 朝子

国際文化特講Ⅱ（アメリカと文化） 2 3～4 倉林 直子
異文化コミュニケーション実践 2 3～4 W･ｷｽﾁｬｯｸ

英語科教育法Ⅰ 2 2 小山 久美子

英語科教育法Ⅱ 2 2 小山 久美子

英語科教育法Ⅲ 2 3 小泉 朝子

英語科教育法Ⅳ 2 3 小泉 朝子

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

イギリス文化史（１） 2 1～2 菱田 信彦
アメリカ文化史（１） 2 1～2 倉林 直子
言語学入門（１） 2 1～2 小山 久美子
国際関係入門（１） 2 1～2 倉林 直子
国際関係入門（２） 2 1～2 倉林 直子
ニュージーランド研修 2 2～4 小泉 朝子

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

道徳の理論と指導法 2 2
内海﨑 貴子
山口 恭平

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

イギリス文化史（１） 2 1～2 菱田 信彦
アメリカ文化史（１） 2 1～2 倉林 直子
言語学入門（１） 2 1～2 小山 久美子
国際関係入門（１） 2 1～2 倉林 直子
国際関係入門（２） 2 1～2 倉林 直子
ニュージーランド研修 2 2～4 小泉 朝子

「大学が独自に設定する科目」<高一種免(英語)>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

大学が独自に設定する科目

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

「大学が独自に設定する科目」<中一種免(英語)>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

大学が独自に設定する科目

英語学

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

異文化理解

教科に
関する
専門的
事項

「教科及び教科の指導法に関する科目」　<中・高一種免（英語）>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

教科及び教科の指導法に関する科目における
複数の事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）



各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

日本史概説（１） 2 2 辻 浩和
日本史概説（２） 2 2 西川 誠
アジア史概説（１） 2 2 高津 純也
アジア史概説（２） 2 2 辻 明日香
西洋史概説（１） 2 2 大西 克典
西洋史概説（２） 2 2 大西 克典
地理学概説（１） 2 1 君島 俊克

地誌学（１） 2 2～3 君島 俊克
法学概論（国際法を含む） 2 2～3 神坂 亮一
政治学概論（国際政治を含む) 2 2～3 田中 雅子
社会学概論 2 2～3 高山 啓子

経済学概論（国際経済を含む） 2 2～3 芹澤 伸子

哲学概論 2 2～3 木元 麻里

倫理学 2 2～3 荒木 夏乃

宗教学概論 2 2～3 金子 奈央

社会科教育法Ⅰ 2 2 辻 浩和

社会科教育法Ⅱ 2 2 辻 浩和

社会科教育法Ⅲ 2 3 岡田 了祐

社会科教育法Ⅳ 2 3 岡田 了祐

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

「教科及び教科の指導法に関する科目」　<中一種免（社会）>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

教科に
関する
専門的
事項 「法律学、政治学」 

教科及び教科の指導法に関する科目における
複数の事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）

日本史・外国史

地 理 学（地誌を含む。）

「社会学、経済学」

「哲学、倫理学、宗教学」

「大学が独自に設定する科目」<中一種免(社会)>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

大学が独自に設定する科目



各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

日本史概説（１） 2 2 辻 浩和
日本史概説（２） 2 2 西川 誠
日本近・現代史 2 3～4 村瀬 信一
日本美術史 2 2～3 真田 尊光
アジア史概説（１） 2 2 高津 純也

アジア史概説（２） 2 2 辻 明日香

西洋史概説（１） 2 2 大西 克典

西洋史概説（２） 2 2 大西 克典

ヨーロッパ近現代史 2 3～4 大和久 悌一郎

人文地理学 地理学概説（１） 2 1 君島 俊克
自然地理学 地理学概説（２） 2 2 君島 俊克

地誌学（１） 2 2～3 君島 俊克

地誌学（２） 2 2～3 君島 俊克

地理歴史科教育法Ⅰ 2 3 高津 純也

地理歴史科教育法Ⅱ 2 3 高津 純也

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

道徳の理論と指導法 2 2
内海﨑 貴子
山口 恭平

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数

科目区分

大学が独自に設定する科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）

年次 担当教員

担当教員
科目区分

「大学が独自に設定する科目」<高一種免(地理歴史)>

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

教科に
関する
専門的
事項

日本史

外国史

地 誌 

教科及び教科の指導法に関する科目における
複数の事項を合わせた内容に係る科目

「教科及び教科の指導法に関する科目」　<高一種免（地理歴史）>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次



各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

法学概論（国際法を含む） 2 2～3 神坂 亮一
政治学概論（国際政治を含む） 2 2～3 田中 雅子
社会学概論 2 2～3 高山 啓子
経済学概論（国際経済を含む） 2 2～3 芹澤 伸子
心理学概論（基礎） 2 1 田中 裕

発達心理学概論 2 2 北原 靖子

社会心理学概論 2 2 桂 瑠以

児童心理学 2 3 北原 靖子

青年心理学 2 2 佐藤 哲康

コミュニケーション論 2 2 桂 瑠以

対人関係論 2 2 桂 瑠以

集団心理学 2 3 桂 瑠以

認知心理学概論 2 2 鵜沼 秀行

哲学概論 2 2～3 木元 麻里

倫理学 2 2～3 荒木 夏乃

宗教学概論 2 2～3 金子 奈央

公民科教育法Ⅰ 2 3 岡田 了祐

公民科教育法Ⅱ 2 3 岡田 了祐

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

道徳の理論と指導法 2 2
内海﨑 貴子
山口 恭平

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

「大学が独自に設定する科目」<高一種免(公民)>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

大学が独自に設定する科目

「社会学、経済学（国際経済を含む。）」

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

教科に
関する
専門的
事項

「法律学（国際法を含む。）、
政治学（国際政治を含む。）」

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」

教科及び教科の指導法に関する科目における
複数の事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

「教科及び教科の指導法に関する科目」　<高一種免（公民）>



各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

日本語学（１）（音声言語を含む） 2 1～2 長崎 靖子
日本語の歴史（１） 2 2～3 長崎 靖子
文章表現法 2 2～3 長崎 靖子
日本文化入門（２） 2 1 真田 尊光

古典文学概論 2 1～2 千野 裕子
近代文学概論 2 1～2 山名 順子
日本文学と女性（古典） 2 2～3 千野 裕子
日本文学史（古典） 2 1～2 千野 裕子
日本文学史（近現代） 2 1～2 山名 順子

漢文学 漢文学（１） 2 1～4 布村 浩一
書道学（１） 2 1～4 橋本 匡朗
日本文化実技Ⅰ（１）（書道） 1 1～3 橋本 匡朗
日本文化実技Ⅰ（２）（書道） 1 1～3 橋本 匡朗

国語科教育法Ⅰ 2 2 横山 悦子

国語科教育法Ⅱ 2 2 横山 悦子

国語科教育法Ⅲ 2 3 山名 順子

国語科教育法Ⅳ 2 3 山名 順子

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

日本語学（１）（音声言語を含む） 2 1～2 長崎 靖子
日本語の歴史（１） 2 2～3 長崎 靖子
文章表現法 2 2～3 長崎 靖子
日本文化入門（２） 2 1 真田 尊光

古典文学概論 2 1～2 千野 裕子
近代文学概論 2 1～2 山名 順子
日本文学と女性（古典） 2 2～3 千野 裕子
日本文学史（古典） 2 1～2 千野 裕子
日本文学史（近現代） 2 1～2 山名 順子

漢文学 漢文学（１） 2 1～4 布村 浩一

国語科教育法Ⅰ 2 2 横山 悦子

国語科教育法Ⅱ 2 2 横山 悦子

国語科教育法Ⅲ 2 3 山名 順子

国語科教育法Ⅳ 2 3 山名 順子

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

道徳の理論と指導法 2 2
内海﨑 貴子
山口 恭平

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

国文学（国文学史を含む。）

書道学（書写を中心とする。）

「教科及び教科の指導法に関する科目」　<高一種免（国語）>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

教科に
関する
専門的
事項

国語学（音声言語及び文章表現に
関するものを含む。）

国文学（国文学史を含む。）

教科及び教科の指導法に関する科目における
複数の事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）

「大学が独自に設定する科目」<中一種免(国語)>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

大学が独自に設定する科目

「大学が独自に設定する科目」<高一種免(国語)>

「教科及び教科の指導法に関する科目」　<中一種免（国語）>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

教科に
関する
専門的
事項

国語学（音声言語及び文章表現に
関するものを含む。）

教科及び教科の指導法に関する科目における
複数の事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）



各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

社会生活入門（２） 2 1 齋藤 美重子
家族関係学 2 2 佐藤 真弓
家庭経済学 2 2 佐藤 真弓
家庭経営学 2 1 佐藤 真弓
被服学概論 2 2 高橋 裕子

被服実習Ⅰ（平面） 1 2 寺田 恭子
被服実習Ⅱ（立体） 1 3 高橋 裕子
基礎栄養学 2 1 築舘 香澄
食品学 2 1 大坂 佳保里
基礎調理学実習（１） 1 1 築舘 香澄

住居学 住居学（製図を含む） 2 2 佐々木 唯
保育学（実習を含む。） 保育学（実習及び家庭看護を含む） 2 2 叶内 茜

家庭科教育法Ⅰ 2 2 齋藤 美重子

家庭科教育法Ⅱ 2 2 齋藤 美重子

家庭科教育法Ⅲ 2 3 齋藤 美重子

家庭科教育法Ⅳ 2 3 齋藤 美重子

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

食生活論 2 1 大坂 佳保里
基礎調理学実習（２） 1 1 築舘 香澄
消費生活論 2 2 齋藤 美重子
高齢社会論 2 2 佐久間 美穂
カラーコーディネート（２） 2 2 高橋 裕子
ユニバーサル・デザイン・フード 2 2 築舘 香澄
生活デザイン論 2 2 佐々木 唯
被服ユニバーサル・デザイン 2 3 高橋 裕子
家庭の健康学 2 3 叶内 茜
住環境ユニバーサル・デザイン 2 3 佐々木 唯

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

教科に
関する
専門的
事項

家庭経営学
（家族関係学及び家庭経済学を含
む。）

教科及び教科の指導法に関する科目における
複数の事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）

「大学が独自に設定する科目」<中一種免(家庭)>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

被服学（被服製作実習を含む。）

食物学（栄養学、食品学及び
調理実習を含む。）

大学が独自に設定する科目

「教科及び教科の指導法に関する科目」　<中一種免（家庭）>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分



各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

社会生活入門（２） 2 1 齋藤 美重子
家族関係学 2 2 佐藤 真弓
家庭経済学 2 2 佐藤 真弓
家庭経営学 2 1 佐藤 真弓
被服学概論 2 2 高橋 裕子

被服実習Ⅰ（平面） 1 2 寺田 恭子
被服実習Ⅱ（立体） 1 3 高橋 裕子
基礎栄養学 2 1 築舘 香澄
食品学 2 1 大坂 佳保里
基礎調理学実習（１） 1 1 築舘 香澄

住居学（製図を含む。） 住居学（製図を含む） 2 2 佐々木 唯
保育学（実習及び家庭看護を含む。） 保育学（実習及び家庭看護を含む） 2 2 叶内 茜
家庭電気・家庭機械・情報処理 家庭電気・機械及び情報処理 2 3 佐々木 唯

家庭科教育法Ⅰ 2 2 齋藤 美重子

家庭科教育法Ⅱ 2 2 齋藤 美重子

家庭科教育法Ⅲ 2 3 齋藤 美重子

家庭科教育法Ⅳ 2 3 齋藤 美重子

必修 選択

介護等体験（事前・事後指導） 1 2
向野 光
柴田 万里子

道徳の理論と指導法 2 2
内海﨑 貴子
山口 恭平

教職インターンシップ（事前・事後指導） 4 3～4
田中 聡
柴田 万里子

学校体験活動 4 1～2
田中 聡
横山 悦子

食生活論 2 1 大坂 佳保里
基礎調理学実習（２） 1 1 築舘 香澄
消費生活論 2 2 齋藤 美重子
高齢社会論 2 2 佐久間 美穂
カラーコーディネート（２） 2 2 高橋 裕子
ユニバーサル・デザイン・フード 2 2 築舘 香澄
生活デザイン論 2 2 佐々木 唯
被服ユニバーサル・デザイン 2 3 高橋 裕子
家庭の健康学 2 3 叶内 茜
住環境ユニバーサル・デザイン 2 3 佐々木 唯

大学が独自に設定する科目

教科及び教科
の指導法に関す
る科目

担当教員
科目区分

被服学（被服製作実習を含む。）

食物学（栄養学、食品学及び調理実習
を含む。）

「大学が独自に設定する科目」<高一種免(家庭)>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

教科に
関する
専門的
事項

家庭経営学（家族関係学及び家庭経
済学を含む。）

教科及び教科の指導法に関する科目における
複数の事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）

「教科及び教科の指導法に関する科目」　<高一種免（家庭）>

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次



栄養教諭二種免許状

各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

教育原理 2 1
内海﨑 貴子
山口 恭平

学校と教育の歴史 2 3 山口 恭平

教職の意義及び教員の役割・職務内
容（チーム学校運営への対応を含
む。）

教職論 2 1
内海﨑 貴子
向野 光
山口 恭平

教育に関する社会的、制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

学校経営論（学校安全を含む） 2 3 田中 聡

幼児、児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程

教育心理学 2 2 佐藤 哲康


特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解

特別支援教育 2 3 向野 光

教育課程の意義及び編成の方法（カ
リキュラム・マネジメントを含む。）

教育課程論 2 2 柴田 万里子

道徳の理論と指導法 2 2
内海﨑 貴子
山口 恭平

総合的な学習の時間の指導法 2 3 田中 聡

特別活動の指導法 2 2 笠原 昭男

教育方法・技術論 2 2 柴田 万里子

教育とメディア（ＩＣＴ機器活用演習） 2 3 大竹 洋平

生徒指導の理論及び方法 生徒指導の理論と方法（中・高） 2 2
内海﨑 貴子
原 美香

教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育相談 2 2
佐藤 哲康
原 美香

栄養教育実習演習（事前・事後指導） 1 3 永嶋 久美子

栄養教育実習 1 3 永嶋 久美子

教職実践演習 教職実践演習（栄養教諭） 2 4
内海﨑 貴子
永嶋 久美子

各科目に含めることが必要な事項 必修 選択

学校栄養教育論 2 2 永嶋 久美子

食に関する指導の方法に関する事項 

教育の基礎的
理解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想

教育の方法及び技術（情報機器及び
教材の活用を含む。）

教育実践に関
する科目

栄養教育実習

「教育の基礎的理解に関する科目等」

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目

道徳、総合的な学習の
時間等の内容及び生徒指
導、教育相談等に関する
科目

食生活に関する歴史的及び文化的
事項

栄養に係る教育
に関する科目

「栄養に係る教育に関する科目」

免許法施行規則に定める科目区分等
開 設 授 業 科 目

単位数
年次 担当教員

科目区分

栄養教諭の役割及び職務内容に関
する事項

幼児、児童及び生徒の栄養に係る
課題に関する事項

道徳、総合的な学習の時間及び特別
活動に関する内容


